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駐屯地全隊員による盛大な見送り 離任される武政将補

生
年
月
日

昭
和
三
十
六
年
三
月
十
三
日

出
身
地

兵
庫
県

主
要
勤
務
地

防
衛
大
学
校
卒

（
横
須
賀
）

第
四
施
設
群

（
座

間
）

幹
部
候
補
生
学
校

（
前
川
原
）

第
十
三
施
設
群

（
倶
知
安
）

幹
部
学
校

（
目

黒
）

施
設
学
校

（
勝

田
）

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
部

（
市
ヶ
谷
）

陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部

（
市
ヶ
谷
）

米
国
陸
軍
第
一
軍
団
連
絡
官

（
米

国
）

幹
部
学
校
教
官

（
目

黒
）

東
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
訓
練
課
長
（
朝

霞
）

第
四
施
設
群
長

（
座

間
）

第
五
旅
団
司
令
部
幕
僚
長

（
帯

広
）

東
部
方
面
総
監
部
総
務
部
長

（
朝

霞
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処
長

（
古

河
）

第
五
代
中
部
方
面
混
成
団
長
着
任

武
政
一
佐
離
任
・
退
官

●
団
長
統
率
方
針

「
任
務
第
一
」

●
要
望
事
項

「
情

熱
」

「
凡
事
徹
底
」

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
、
中
部
方
面
混
成
団
長
兼
ね
て
、

大
津
駐
屯
地
司
令
に
深
田
尚
則
一
佐
が
着
任
し
た
。

団
長
は
着
任
式
で
統
率
方
針
を
「
任
務
第
一
」
と
し
、
「
任

務
は
我
々
に
と
っ
て
全
て
の
行
動
の
出
発
点
で
あ
り
目
標
で
も

あ
る
。
常
に
任
務
を
念
頭
に
置
き
、
任
務
を
第
一
優
先
と
し
て

完
遂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
情

熱
」
「
凡
事
徹
底
」
の
二
点
を
要
望
事
項
と
し
て
挙
げ
た
。

駐屯地初度視察 団長出迎え

武
政
一
佐
は
平
成
二
十
七
年
三
十
一

日
付
け
で
、
陸
将
補
に
特
別
昇
任
し
、

長
い
自
衛
隊
生
活
に
別
れ
を
告
げ
ら
れ

た
。武

政
前
団
長
は
、
着
任
以
来
「
視
点

は
高
く
、
目
線
は
低
く
」
と
「
地
域
と

と
も
に
」
の
二
点
を
要
望
さ
れ
、
部
隊

を
統
率
し
、
ま
た
自
ら
も
実
践
さ
れ
た
。

三
月
三
十
一
日
に
は
離
任
式
が
晴
天

の
中
挙
行
さ
れ
、
見
送
り
行
事
で
は
、

駐
屯
地
全
隊
員
の
盛
大
な
拍
手
で
見
送

ら
れ
、
二
年
四
ヶ
月
間
勤
務
し
た
大
津

駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

森下幕僚副長による紹介 第５代団長深田１佐



第２３号 か け は し （２）

宣 誓

一般曹候補生・自衛官候補生入隊

決意を新たにする女性自衛官候補生

平
成
二
十
七
年
度

混
成
団
に
六
九
四
人
入
隊

団 射 撃 競 技 会

成

績

●
八
九
式
小
銃
の
部

●
六
四
式
小
銃
の
部

◎
個
人
の
部

●
八
九
式
小
銃
の
部

●
六
四
式
小
銃
の
部

◎
団
体
の
部

優

勝

第
四
陸
曹
教
育
隊

準
優
勝

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

優

勝

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
位

三
曹

吉
野

泰
正
（
四
十
七
普
連
）

第
二
位

二
曹

松
本

和
昭
（
四
十
九
普
連
）

第
三
位

二
曹

玉
浦

雅
之
（
四
十
九
普
連
）

第
一
位

曹
長

田
渕

泰
良
（
一
一
〇
教
）

第
二
位

三
曹

山
本

洋
介
（
一
〇
九
教
）

第
三
位

三
曹

菊
池

達
也
（
一
〇
九
教
）

６４式小銃射撃

８９式小銃射撃

表彰式

射撃準備線での待機

団
（
団
長

武
政
一
陸
佐
）
は
、

平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
日
（
土
）

あ
い
ば
野
演
習
場
基
本
射
場
に
お

い
て
小
火
器
射
撃
競
技
会
を
実
施

し
た
。

競
技
会
は
、
八
九
式
小
銃
の
部
、

六
四
式
小
銃
の
部
に
分
か
れ
て
行

い
選
手
一
人
一
人
は
、
「
必
勝
の

信
念
」
を
も
っ
て
、
部
隊
・
個
人

の
名
誉
を
か
け
、
日
頃
の
練
成
の

成
果
を
発
揮
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と

お
り
。

記念会食

桜
満
開
の
中
、
中
部
方
面
混
成
団

（
団
長

深
田
一
陸
佐
）
に
平
成
二

十
七
年
度
、
一
般
曹
候
補
生
五
六
九

名
、
自
衛
官
候
補
生
一
二
五
名
が
入

隊
し
た
。

新
隊
員
は
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊

（
大
隊
長

佐
伯
二
陸
佐

大
津
駐

屯
地
）
、
第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大

隊
長

増
田
二
陸
佐

善
通
寺
駐
屯

地
）
に
お
い
て
六
月
末
ま
で
の
三
ヶ

月
間
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
訓
練
を

各
駐
屯
地
で
受
け
る
。

新
隊
員
は
、
同
期
と
と
も
に
、
厳

し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
各
種
の
練

度
判
定
合
格
を
目
指
す
。
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第２３号（３）

連
隊
は
、
二
月
二
十
八
日
に
前
卓
志
百
万

一
心
の
会
（
連
隊
協
力
会
）
会
長
、
寺
尾
憲

治
広
島
県
隊
友
会
会
長
、
河
端
博
四
七
Ｏ
Ｂ

会
会
長
、
吉
本
雅
一
第
二
代
連
隊
長
等
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
創
立
十
六
周
年
記
念
行
事
を

開
催
し
た
。

多数の来賓が出席された式典

熱心な質疑

混
成
団
記
念
行
事
模
擬
戦
展
示
に
て
万
全
を
期
す
！実機リペリング

第１３飛行隊による安全教育

ＯＢとの懇談

連
隊
は
、
二
月
十

八
日
か
ら
十
九
日
ま

で
、
防
府
分
屯
地

（
山
口
県
）
に
お
い

て
第
十
三
飛
行
隊
の

支
援
を
受
け
リ
ペ
リ

ン
グ
実
機
訓
練
を
実

施
し
た
。

こ
れ
は
、
五
月
に

実
施
さ
れ
る
混
成
団

記
念
日
行
事
の
模
擬

戦
に
向
け
て
の
事
前

練
成
訓
練
で
あ
り
、

担
任
と
な
る
第
三
中

隊
の
井
岡
曹
長
以
下

十
名
は
、
ヘ
リ
の
構

造
・
安
全
管
理
教
育
、

リ
ペ
リ
ン
グ
ロ
ー
プ

の
点
検
、
縛
着
及
び

却
下
な
ど
を
実
施
し

た
。
本
訓
練
を
通
じ

て
特
殊
却
下
能
力
向

上
を
図
り
、
記
念
行

事
模
擬
戦
の
要
と
な

る
空
路
潜
入
の
準
備

の
資
と
し
た
。

本
訓
練
の
成
果
を

よ
り
良
く
見
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
当

日
の
晴
天
を
祈
る
も

の
で
あ
る
。

式
典
に
お
い
て
、
前
会
長
、

寺
尾
隊
友
会
長
か
ら
心
温
ま

る
祝
辞
を
賜
り
隊
員
一
同
感

謝
と
今
後
の
更
な
る
飛
躍
を

誓
っ
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
会
食
も
含
め
成
功
璃
に
幕

を
閉
じ
た
。

即
自
業
務
充
実
に
向
け
て

連
隊
は
、
三
月
四
日
と

五
日
両
日
、
海
田
市
駐
屯

地
に
お
い
て
平
成
二
十
六

年
度
即
応
予
備
自
衛
官
等

担
当
者
会
議
を
実
施
し
た

こ
の
会
議
で
は
、
中
国

四
国
地
区
の
ほ
か
兵
庫
・

滋
賀
地
本
、
ま
た
関
係
部

隊
の
担
当
者
を
参
集
を
得

て
、
企
業
主
等
研
修
支
援

等
の
成
果
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。

地
本
参
加
者
か
ら
企
業

主
等
研
修
を
通
じ
部
隊
側

の
「
射
撃
訓
練
の
研
修

を
企
業
側
に
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
「
企
業

訪
問
の
際
に
Ｌ
Ａ
Ｖ
等

を
活
用
し
た
ミ
ニ
装
備

品
展
示
や
パ
ネ
ル
展
示

に
つ
い
て
前
向
き
に
考

え
た
い
」
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
主
催
し
た
担
当
者
は

今
後
と
も
関
係
地
本
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
即

自
出
頭
環
境
の
改
善
に

向
け
努
力
し
て
い
き
た

い
。
」
と
し
て
い
る
。



か け は し第２３号

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

（４）

渾
身
の
力
を
振
り
絞

り
最
終
走
者
へ
と
襷

を
繋
い
だ
。
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
な
か
競
技
を

制
し
た
の
は
第
四
中

隊
。
昨
年
度
ま
で
三

連
覇
し
て
い
た
第
一

中
隊
等
の
追
随
を
振

り
切
り
優
勝
旗
を
九

年
ぶ
り
に
奪
還
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
部

隊
表
彰
の
他
、
個
人

と
し
て
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
第

四
中
隊
の
杉
山
三
曹

が
輝
い
た
ほ
か
、
六

名
の
隊
員
に
連
隊
長

及
び
最
先
任
上
級
曹

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
敢

闘
賞
が
贈
ら
れ
た
。

連
隊
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
六
日
駐
屯
地
近
傍

の
豊
川
市
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度

連
隊
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
各
人
の
持
続
走
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
強
化
及
び
隊
員
の
士
気

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
連
隊
ナ
ン
バ
ー

「
四
十
九
」
に
因
ん
だ
四
十
九
キ
ロ
の
駅
伝
方
式
で

実
施
、
陸
上
競
技
場
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ

ク
を
百
二
十
二
・
五
周
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
三

十
四
個
チ
ー
ム
（
一
チ
ー
ム
五
～
十
一
名
）
が
参
加
、

中
隊
対
抗
方
式
（
参
加
チ
ー
ム
の
平
均
タ
イ
ム
）
で

二
百
四
十
一
名
の
隊
員
が
競
技
に
臨
ん
だ
。

競
技
間
、
各
隊
員
と
も
に
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
練
成
の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
全
力
疾
走
、

第
三
中
隊
の
鈴
木
誠
治

即
応
予
備
陸
曹
長
は
、
平

成
四
年
三
月
予
備
自
衛
官

に
採
用
以
来
、
積
極
的
に

招
集
訓
練
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
予
備
自
衛
官
と

し
て
五
日
間
出
頭
を
六
回
、

即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て

三
十
日
間
出
頭
を
十
五
回

達
成
し
、
防
衛
基
盤
の
育

成
に
大
き
く
貢
献
し
た
と

し
て
一
月
三
十
一
日
、
中

部
方
面
総
監
部
（
伊
丹
駐

屯
地
）
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
平
成
二
十
六
年
度
中

部
方
面
隊
優
秀
隊
員
顕
彰

状
授
与
式
に
お
い
て
、
中

部
方
面
総
監
か
ら
表
彰
さ

れ
た
。

山下総監から表彰される鈴木即応予備陸曹長
(写真右)＜写真提供：中部方面総監部広報室＞

９年ぶりに優勝旗を奪還した第４中隊

至近距離射撃

地図判読訓練

縮射弾による射弾観測射撃分隊

重
迫
撃
砲
中
隊
、

直
轄
小
隊
（
衛

生
・
補
給
）
の

訓
練
検
閲
を
即

応
予
備
自
衛
官

を
含
む
出
動
編

成
で
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
練
度

を
評
価
・
判
定

す
る
と
と
も
に
、

各
部
隊
の
招
集

訓
練
に
お
い
て

各
種
事
態
に
戦

力
発
揮
で
き
る

練
度
に
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、

本
年
度
の
招
集

訓
練
を
終
了
し

た
。 連

隊
は
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
各
出
頭

訓
練
地
に
お
い
て
本
年
度
最
後
の
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

（
第
十
次
招
集
訓
練
）
を
実
施
し
た
。

各
中
隊
は
、
本
年
度
最
後
の
招
集
訓
練
に
お
い
て
小
隊
・
分
隊

単
位
の
部
隊
訓
練
、
特
技
訓
練
等
の
各
個
訓
練
等
を
実
施
し
た
。

中
で
も
第
一
中
隊
は
、
縮
射
弾
を
使
用
し
た
迫
撃
砲
小
隊
訓
練
検

閲
を
行
っ
た
。
第
一
中
隊
は
、
本
年
度
の
部
隊
改
編
及
び
重
迫
撃

砲
中
隊
の
出
頭
訓
練
地
集
約
化
（
金
沢
・
伊
丹
駐
屯
地
か
ら
伊
丹

駐
屯
地
の
み
）
に
よ
り
迫
撃
砲
小
隊
に
多
数
の
転
入
即
応
予
備
自

衛
官
が
存
在
し
た
た
め
、
年
度
当
初
か
ら
段
階
的
に
練
成
し
今
回

の
検
閲
で
練
度
を
評
価
・
判
定
し
た
。

昨
年
三
月
二
十
六
日
、
連
隊
は
増
強
改
編
（
新
編
）
さ
れ
、
海

上
・
航
空
自
衛
隊
及
び
他
職
種
部
隊
か
ら
の
転
入
及
び
新
規
採
用

の
即
応
予
備
自
衛
官
を
多
数
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
第
五
中
隊
の

新
編
、
出
頭
駐
屯
地
を
変
更
す
る
等
、
招
集
訓
練
基
盤
・
環
境
が

大
き
く
変
わ
っ
た
年
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
各
中
隊
は
各
種

制
約
事
項
を
克
服
し
な
が
ら
早
期
戦
力
化
を
図
る
べ
く
段
階
的
に

練
成
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
間
、
連
隊
は
第
二
中
隊
、
第
三
中
隊
、

陣地攻撃（命令下達）

算定手試験



第２３号 か け は し（５）

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
一
二
七
期
一
次
陸
曹
候
補
生

四
十
七
名
の
入
校
式
が
四
月
三
日

行
わ
れ
た
。

各
部
隊
、
各
職
種
の
将
来
を
担

う
候
補
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら
三
ヶ

月
、
陸
曹
を
目
指
し
汗
と
汗
と
汗

に
ま
み
れ
て
教
育
を
履
修
す
る
こ

と
と
な
る
。

写真

写真

基礎英語課程入校式

体 力 検 定

入校の抱負を述べる学生

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
を

卒
業
し
た
、
生
徒
四
十
一
名
が
四

月
三
日
、
第
三
期
生
徒
陸
曹
候
補

生
課
程
の
入
校
式
を
行
っ
た
。

陸
上
自
衛
官
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
生
徒
達
は
期
待
と
不
安
と

恐
れ
を
胸
に
秘
め
、
こ
れ
か
ら

三
ヶ
月
陸
曹
候
補
生
と
同
様
の
教

育
を
履
修
す
る
こ
と
と
な
る
。

四
月
六
日
に
は
、
第
一
回
五
キ

ロ
走
記
録
会
を
実
施
、
工
科
学
校

で
鍛
え
た
健
脚
で
満
開
の
桜
の
下
、

駐
屯
地
内
を
疾
走
し
た
。

写真

入 校 式

上曹入隊式

基
礎
英
語
・
上
曹
課
程
開
始

四
月
七
日
基
礎
英
語
課
程
入

校
式
・
翌
日
上
級
陸
曹
課
程

入
隊
式
が
行
わ
れ
た
。
老
若

男
女
入
り
乱
れ
教
育
を
履
修

し
て
い
く
。

生
徒
入
校
式

第１２７期１次陸曹候補生入校式

入
校
の
抱
負
を
述
べ
る
学
生

入 校 式

各

課

程

教

育

始

ま

る



第２３号 か け は し （６）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

たくさんの縫い物に苦戦！

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

増

田
二
陸
佐
）
は
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お

い
て
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
四
月
一
日

の
間
に
、
第
八
期
一
般
陸
曹
候
補
生
、

二
八
三
名
を
受
け
入
れ
た
。

新
隊
員
た
ち
は
大
き
な
荷
物
を
手
に
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊

へ
と
向
か
い
、
こ
れ
か
ら
三
ヶ
月
間
お

世
話
に
な
る
班
長
、
苦
楽
を
共
に
過
ご

す
同
期
達
と
初
対
面
し
た
。

こ
れ
か
ら
大
隊
は
、
新
隊
員
を
一
人

前
の
自
衛
官
に
成
長
さ
せ
る
べ
く
、
基

幹
隊
員
及
び
支
援
教
官
・
助
教
が
一
丸

と
な
り
教
育
に
邁
進
し
て
い
く
。

着隊後準備写真

着隊おめでとう

着隊写真

受付け

平
成
二
十
七
年
度

一
般
陸
曹
候
補
生
着
隊

着隊女性隊員写真

第
一
〇
九
教
育
大
隊

着隊男性写真

平
成
二
十
七
年
度

一
般
陸
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

着
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯

二
陸
佐
）
は
、
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
三

月
二
十
六
日
に
第
八
期
一
般
陸
曹
候
補
生

二
百
八
十
六
名
、
三
月
二
十
八
日
に
自
衛

官
候
補
生
（
女
子
）
百
二
十
五
名
計
四
百

十
一
名
の
新
入
隊
員
を
受
け
入
れ
た
。

こ
れ
か
ら
大
隊
は
、
「
熱
意
と
信
念
」

を
も
っ
て
、
真
に
部
隊
で
活
躍
で
き
る
隊

員
を
育
成
し
、
誠
心
誠
意
を
こ
め
て
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

着隊時の自衛官候補生（女子）

着隊時の一般陸曹候補生（男子）階級章位置を班長にアドバイスを受ける自衛官候補生


